歴史地震研究会2015年度　第4回幹事会議事録
日時：2016年2月25日（木）17：00～19：40
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林能成、内田篤貴、岡村健太郎、林豊、石辺岳男（以上、幹事）、北原糸子、諸井孝文（以上、監査役）
１．編集出版委員会

1) 「歴史地震」編集状況
・著者逝去による査読未了原稿の扱いについて

今号に投稿されていた論説において査読を終える前に著者が逝去されるという案件が発生した。査読未了のためこの論文は「報告」として掲載し、論文の最後に編者註をつけることとした。
・会員以外への査読依頼について
会員内では査読が難しい論文が投稿されたため、非会員に査読を依頼し、査読者に謝礼を支払うこととした。
・編集状況および発行予定

　３月末までに受理する原稿で、５月末発行予定で作業を進めている。査読対象の投稿論文は１９編あった。現時点での状況は、受理７編、却下・辞退３編、報告への種別変更１編となっている。残り８編が査読中または修正中である。

・今号にこれまでの総目次および索引を掲載予定で準備を進めている。
・２９４ページ程度となる見込みで、会員配布、図書館納本などで合計４７０部を印刷予定。印刷所から会員等へ直送する方針である。

・カラーページチャージや超過ページチャージは規程通りに固定金額で請求する。

2) オンライン発行の正式化について
・オンラインジャーナルのISSNが与えられ、WebページにISSN番号も表示したので正式にオンライン発行化した。これにより「歴史地震」の印刷物バックナンバーの在庫処分を進める。

・冊子版の国立国会図書館への納本は終了。

「歴史地震」が国会図書館のデジタルデータでの公開対象になった（１６号まで）。１８号からは歴史地震研究会のホームページで既にオンラインで公開されているので、今後、１７号の扱いを検討する必要がある。
２．財政委員会

新規入会者の承認

　内田財政委員長から坂本隆彦氏の入会申請と死去による3名の退会についての報告があり承認した．その結果、現在の会員数は308名となった。
３．行事委員会

2016年大槌大会の準備状況について

2016年9月11日（日）～13日（火）で日程が確定した。スケジュールは下記の通り。
11日（日）午後、公開講演会、ポスターセッション、虎舞鑑賞

12日（月）研究発表会・総会・懇親会

13日（火）午前、研究発表会、午後、町内巡検

大会参加の申し込み手続きなどについて、下記のように決まった。

・発表は口頭またはポスターいずれかで１件に限定する。

・参加費は運営経費がかかるため、例年よりは高めの金額（3000円を予定）になる。

・現地の交通および宿泊状況を鑑みて、参加費、新花巻または花巻空港からのバス往復、ホテルの宿泊、12日の昼食、13日の巡検・昼食をパッケージ化して参加申し込みを受け付ける。金額は総額で40000円から45000円程度の見込み。
・宿泊は「三陸花ホテルはまぎく」を60名分確保している。基本的に4名ずつの相部屋となる。

・準備が整い次第、会のホームページ等を通じて会員限定の第一次募集を行う（４月末締切）。
・ホテルの部屋に空きがあった場合には、非会員も対象にした第二次募集をその後に行う。
・参加費は事前に振込みにて徴収する（締切は7月末）。
・虎舞は現地に伝わる重要な民族芸能であり、鑑賞したいという意見が大多数を占めた。大会参加費に虎舞鑑賞費を含めることとし、多くの参加者に鑑賞してもらうことに決定。
・公開講演会の企画については、通常の講演会形式、大槌町民をまじえたワークショップ形式など複数案を検討中。次回の幹事会までに予算を含めて案をまとめる。

４．広報委員会
ホームページの情報更新を行った。

オンラインジャーナルISSN登録による表記変更、歴史地震第30号のPDFを掲載。

メーリングリストmushaの登録者更新を行った。

京丹後大会用のメーリングリストを廃止した。大槌大会用のメーリングリストを作成した。登録者は小松原、岡村、松浦、石辺、内田。
2016年3月発行の地震学会ニュースレターに大会の第１報を投稿。その他の関連学会（例年と同じ学会）に大会の周知を依頼予定で準備中。

５．総務委員会

京丹後大会の開催報告書および会計報告書と京丹後市教育委員会および京丹後市長への共催報告の案についての報告があり承認した。
６．次回幹事会の日程
2016年 4月 22日 (金)、17時から地震予知振興会会議室
以上
